






















learners reconstruct a text（story）that they 
have comprehended is one of the most effective 
instructional techniques that elicit learner output 




























































































































































ないWelchの t 検定で比較したところ，（ t (84.4)= 






　NEW CROWN ENGLISH SERIES 1（三省堂）の
Lesson 7, 8を教材として使用した。各レッスンとも
Part 1，Part 2，Readの3部構成になっており，Part 1，
Part 2が30語程度のモノローグまたは対話，Readが











　2019年の11月に，両群とも各レッスンを 5 ～ 6 時
間かけて，実験群は執筆者が，統制群は別の教師が
指導した。各レッスンの指導後，実験群は教師と生
徒 1 対 1 のテスト形式でリテリングを行った。 統制
群は本文の音読テストを教師と生徒 1 対 1 の形式で
行った。Lesson 8のリテリング，音読テストが終了
して約 1 週間後の12月10日に，定期テストの一部と

















時期 配当時間 実験群 統制群 
2019 年 
11 月上旬～中旬 
5～6 時間 L7 本文に関わる指導 L7 本文に関わる指導 
1～2 時間 リテリング 音読テスト 
2019 年 
11 月中旬～下旬 
5～6 時間 L8 本文に関わる指導 L8 本文に関わる指導 
1～2 時間 リテリング 音読テスト 
2019 年 






1 月 10 日 15 分 遅延テスト 遅延テスト 
－ 83 －
5.5　リテリングについて
　各レッスンについて， 1 人 2 分以内で行うよう指




















リテリングは，執筆者が表現（ 3 点），内容（ 3 点），














の間に有意な差は見られなかった（ t (81.59)= 0.74, 
p = .464）。すなわち，統制群（M=17.26, SD=2.71）
と実験群（M=16.79, SD=3.17）の間に差は示されな


















N M SD Min Max
全体 85 17.02 2.95 6 20 
統制群 42 17.26 2.71 6 20 




































































N M SD Min Max
全体 85 12.47 4.00 2 19 
統制群 42 13.57 3.76 3 19 




































№ 問 問題（※カッコ内の語は正答例） 日本語訳
正答率（%） 正答率（%） 差（%）
統制群 実験群 統制群－実験群
1 1 We’re looking（forward）to yourletter.
私たちはあなたの手紙を楽し
みにしています。 45.24 25.58 19.66
2 2 Yumi’scatissleepingonher（lap）. 由美の猫が彼女のひざの上で寝ています。 28.57 41.86 -13.29
3 3 Thisismy（first）timeonaplane. 飛行機に乗るのはこれが初めてです。 78.57 79.07 -0.5
4 4 Theman（with）a big bag ismyfather.
大きなカバンを持っている男
性は私の父です。 11.90 6.98 4.92
5 5 Readthissentencethree（times）. この文を３回読んでください。 69.05 62.79 6.26
6 6a Mysister isonthe（track）andfieldteam 姉は陸上部に所属していて， 78.57 62.79 15.78






































8 7a Oneteamthrowsaball（at）agoal, 一方のチームはゴールに向けてボールを投げ， 88.10 18.6 69.5
9 7b andthe（other）teamhears theballandstopsit.
もう一方のチームはボールの
音を聞いてそれを止めます。 71.43 58.14 13.29
10 8 Many Japanese students（wear）masksinwinter.
多くの日本人の学生は冬場に
マスクを着用します。 80.95 86.05 -5.1
11 9 Bobplays（wheelchair）basketball. ボブは車いすバスケットボールをします。 66.67 55.81 10.86
12 10a Please（send） 送ってください。 85.71 74.42 11.29
13 10b somepictures（of）yourfamily. あなたの家族の写真を何枚か 59.52 25.58 33.94
14 11 Players use（special）shoes in thissport.
選手たちはこのスポーツで特
別なシューズを使います。 85.71 93.02 -7.31
15 12 Let’spracticea（little）. 少し練習しましょう。 85.71 88.37 -2.66
16 13 Students aremaking curry（in）agroup.
生徒たちは班でカレーを作っ
ています。 97.62 90.7 6.92
17 14 ThisisMike.Heismy（cousin）. こちらはマイクです。彼は私のいとこです。 73.81 69.77 4.04
18 15 Mybrotherworks（as）adoctor inCambodia.
私の兄は医者としてカンボジ
アで働いています。 78.57 44.19 34.38
19 16 Mymotheroften（tell）s interestingstoriesaboutanimals.
母はよく動物についての興味
深い話をしてくれます。 50.00 37.21 12.79
20 17 My brother practices judo（on）weekends.
兄は週末に柔道の練習をしま
す。 73.81 79.07 -5.26
　統制群と実験群の間で正答率の差が大きかった
ものとして，No.8 “One team throws a ball（at）a 
goal,” 「一方のチームはゴールに向けてボールを投
げ」（統制群88.10%，実験群18.6%，差69.5%），No.13 
“some pictures（of）your family.” 「あなたの家族の
写真を何枚か」（統制群59.52%，実験群25.58%，差








No.16 “Students are making curry（in）a group.” 
「生徒たちは班でカレーを作っています。」（統制群








　No.1 “We're looking（forward）to your letter.”「私
たちはあなたの手紙を楽しみにしています。」（統制
群45.24%，実験群25.58%，差19.66%）や，No.6 “My 
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